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要旨   

竹材における緑色保持技術の実用化を進めるために，処理⊥程の簡略化を検討した．衣面脱脂と注入性の改善を  

付与する丁程として，青竹を拙技きせずにサンドブラストのみで行う方法で緑色保持処理を行った．緑せ保持処理  

の効果を評価する上で，耐光性（日光による退色性）と溶出性（銅イオン溶「tけ〕安全性）について実験した．その  

結果，（1）衣面脱脂と注入件♂）改洋を付与する工程として，サンドブラスト加工は有効であった・（2）耐光仲につ  

いては，竹製品はR光が入る室内で6ケ且 竹材は屋外で1ケ札 ほぼ同一と認めることができる色弟（∠直＊＝5・0  

以トM であり、退色しにくいことが確認できた．（3）溶出性については， 食品衛生法上の合成樹脂 一般規格に基づ  

く銅（重金属）のi容出試験で定められた1ppm以下の基準を超えていた．  

れておらず，従来の処理技術も工程数や処理時間が長く  

安定した生産が行われない状況が続いてきた．当セン  

ター→には，竹材ノ侶こもっと簡略で安定した処理技術を望  

む要望などが技術相談として寄せられている．   

そこで本研究は】表面脱脂と注入性の改＃を付与する  

工程として，従来の液相（アルカリ水溶液）に上る煮沸  

処理に換えて，サンドブラストによる機械的処理によっ  

て簡略化をはかることで実用化に向けた検討を行い，そ  

の基本的な性能評価として，耐光性（口光による退色  

性）と溶山性（銅イオン溶Hの安全性）について尖験し  

た♂）で報告する．  

2．実験   

2．1緑色保持技術の処理方法   

供試材は，直律約7cmの人分県産のマダケ青竹（含水  

ヰi約80（さも）とし）丸竹形状のまま，長さ′川～川0〔こmで各処  

雌とも3木とした．また，耐光性試験明十部には，直径  

約1．5〔二nl〔7Jク「アナリヒラダケを用いた．   

緑色保持処理1二手侶も 大別して（亘〕表面脱脂，こ≧）銅イオ  

ン注入葦緑色固定の三⊥程で行われる．／沖lは，テう三人性  

を改善する表面脱脂の処理Ⅰ二村をサンドブラスト処理で  

行った．   

サンドブラストの処理条件は）以卜のとおりである．  

投射材ガラス系投射材 粒径購90〃  

投射圧力二0．250∴執lr）と1 投射距離約8（珊  

投射速度約5cm′／ノ′sc（1ニうトー！繰り返し  

1． はじめに   

国内における竹材産業界は，資涼としての竹はあって  

も，素材としての竹材隼庫量が減少する傾向が続いてい  

る．これは輸入竹材の影響と伐採技能者の減少によるも  

のとされているが，竹材の付加イ酢値を持ち得る製品開発  

が進み難い現状も無視できない．特iこ，建築卜壁用卜地  

材（小舞竹）の需要の減少や造園資材としての竹垣のプラ  

スチック代替製Lh－】の市場参入により，これまで直径の人  

きな竹材（人律竹）を定期的に消費していた製品用途が失  

われていることは，傑刻な状況にある．   

これらの状況を踏まえて本研究♂）背景には，やさしい  

本物を志向する生措者の要求に対して，県内の製竹業や  

竹製品産業が栴外製品とのコスト競争に陥らない製品を  

展開するために，竹材のもつ自然素材らしさを活かす技  

術として，従来技術よりも簡便な竹材の線色を保持する  

技術の検討を行い 県内グ）製竹業や竹製品偉業が竹材El  

体の緑色を保持し／退色を抑制した付加イ肝伸二の高い製品を  

展開できるようにする必要があると考えた．   

従来の緑色保持の製造方法は】JJ青竹を油抜きLた〝）  

ち銅イオン水溶液「＝こ減圧しながら12時間程度浸潰する  

ノいム」㌧や憲青竹を柚抜きした後さらにサンドブラストし銅  

イオン水溶油を加熱しながら1020分程度浸漬するノノ法rミ）  

が知られている．   

竹材の緑色保持技術はっ 竹材げ）インテリア利用や竹籠  

製【尋－の新たな付加価値を生み甘H‾手長術課題として重要で  

あるにもかかわらず，国内における検討ははとんどイj二わ  
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処理時間h  

Fjg．2竹表皮両における各種処理と吸水膏拉）関係  

細イオン注人処理は）ステンレス容器斗て邪＝路tに加  

熱しノた硫酸銅2％涛履圭誹分浸漬しノ，緑色同左処理は，  

同様に加勲した食塩水2％濡痛打∵朴分㍍潰しノて打／〕た，  

処理t程の効牒を比較するために，緑正直拍ト処理を除い  

て21二程で子」二う処理（廻び里A）と従来どおりのニう「程で  

行う処理（処J控‖）で竹材の緑色保持処理を行った．  

（yig．1）   

2．2 耐光性試験   

尖使川に近い環」；∫こで〝）緑色保持処理の退色性を評価す  

る耐け律三試放として，処理Aの処闇Ⅰ⊥程で試作しノた－ノダ  

ケ刃′竹籠製描1を東方イ1⊥〔から＝光が入る1‡内窓際で〔うカ」」  

問曝露しノた．去た，処理ノ＼及び処J＝里Bで処理J二程でクマ  

ナリヒラダケ丸竹材は南ノナ位に向し、た屋外で1山川．伸張  

露しノた  

lけ已に上る退色性は，測色色差詔で測定し，色兼を求  

めた。   

2．3 溶出性試験   

食品衛隼法上の「器具又は容器包装試験一に準じ、  

合成樹′粁一般規格」に基づく銅（巾金属）の溶け  

試験をキトJた，   

卜訂〃処理1二柁を子トったマダケ材に，5×5〔ゝ王nの紙を  

あゝr才芸【ぎ摘録べ25〔こn］Jとなるi二うり」ト川東ノつた試凝りトを，∠い′f，  

酢酸水溶f†如ミ50ml入／Jたビーーか一に緑色処理両がFhにな  

るように入れ，㈹て二〃〕ウす、一夕」「バス中でこう（〕分 

溶附させ七」滝里昭げ清浦緑∴＝ニ ）（発光分化婁詳・▲た）  

で測定し，錮イオンの溶出危を求琉た。  

3．結果及び考察   

3．1サンドブラスト処理の効果   

本研究に）い′二っゝr寺」二ったノ芙放でフ 油抜きのみの竹材宣  

皮面を竹雄L理としノた場合プ そ〝〕後，サンドブラスト処明  

した場合叫1－材衣戒吊㍍烏）跡吸水量む測′上しノた結果を  

巨、1H．2に／」こす サンドブラスト処」二L！tLたものは，礼澱（！  

嘲肛拙瑚〔瑚射い鋸ミ高く7んi、／）ていた   

ノナ回 汗入牲を改さ‡fする表鉦脱肺の処理1二程をサンド  

「、うg∴巨りント、ブラスト姓」帖机上）と処理後（十）しけ丁   

ダナ＃竹よ反面の滝イ明満雄／リ：圭主 い∵＝＝）イ亡］） ノ  

ブラスト処」雇トご行ノ）た処理前と処理後鉦患皮両の「壱刊頃  

微鏡写真を日払㌫∴示仁 三姓埋前て烏二，紬≠湖廿臣引オ賢二  

障われているが，処刑l後悠たl㍍細胞／畑払らわれぅ 柚≠購  

拭ぃ物質に張け貴かれておりj 出立紬＝泡ml‘riにクラッ  

ク′が生じていて，ニ ジ）二とからも〕‡ぶし州」始椚染カ、言、二）衷  

心粧織再に吸水していること／畑h小な   

′J諸、ミに，サンドブラスト姓理後に銅イオン注人を子ト）   

＼．：  



ト作材は，比較朽世上圭諭ほパ∴ しノていたことフい〔二），サ  

ンドブラスト処理は衣両脱肺及び注人性の改善に効慄的  

であり，表れ軋脂処理⊥利とし／てイゴ▲効であると考える二  

ヒができる． ㌧  

3．2耐光性評価   

マダケ材竹籠蘭誹を東んイ、【′二から日光が人㌃案内窓【娯で  

6Å㌧J川即暴露Lた曝露彼の製欄′′J二夏をH㌫圭 暴露前磯ゾ）  

紺立別〝〕て「雄プ色差（∠1∴1t））をrll；直Ie2に／」こす．緑色が  

R尤に直接せたか桂聞は中神トの2「一対甘程度であ／〕たが  

6カノ［用筆過して畑緑色が保持されていることが観察でき  

た．平均色差はり 最も∃り旦亡にさらされた側面部でさえ3．8  

であり，紳射ヒ較い二場合ほぼ同 さ二認められる色差の  

5。0以内であることから，ほとんど退色Lていない．   

また∴ ∵クマナリヒラダケ丸竹材をパニ」ル位に向いた犀外  

で1カ川抑曝露しノた曝露後の製晶ノ写賓をtご1g．5，長鳥露「汀緩  

ヴ）部位別の、I守行色差（』Ⅰ頗柚⇒く）を「Ⅰ’；高L（－：うにホす．緑色  

保持していない竹材技退色しノたが，緑色保持処理七た¶  

材は処理八）処理1うとも糾明］な緑色′甘保持されているこ  

とが観察できた。平均色メ1′≒さ主，緑色保撞処理Lていない  

竹材が川．（〕を超えて明らかに変色Lていたげ）に対して，  

処理A，如上【1＝トとも色差〝〕5．0以内であることから，はと  

んど退色Lていないと考えることができる．  

Lかしノ，部分的に退色が起二った部イ立や割れがノト＿じた竹  

があり，二の処理のノ安定化に／〕いては／㌣後検討が必蟹で  

ある．   

33溶出性評価   

緑色保持処」埋を行った竹材や件矧乱れ 二断旧師二法卜  

の1熱狂又は容器包装試験パニ準じて，食器容器としても  

使用できること比㍍質及び安合一性の而からら重要－ごある．   

処刊脚」の郵相）溶＝量を√†1；高1ヒ．′1にホす。／㌻何の処理条件  

で札 巾処理とも、食品衛牛法で定められた1r叩m以卜の基  

準を頓えて銅イオンが溶．L＝ノていた。しかし，食塩水で  

緑色国王に上る′安定化をはかる処理I」程をキ」二った処理昌  

「土，その溶Lい責が処王－をノ＼に比べて低く，今後，処理濃度  

針ひ処理条件及び洗搾りパよ等を検討すれ甘 末反右一こび〕残  

留銅イオンの浮川」rを抑制でき，食器容難としノて≠）偵川で  

できかり瀧で′jミがあると考えられ る．  

皇、とiヒ）i〔－．′1処理別の銅♂〕溶山道  

＝㌫4※内曝露〔うカノr＝畑緑色保持処遇冊  

f’㌻】と）【（∴2 6か川≠塵露後の部イ立別げ〕斗均色差  

測定部位   平均色差』Lab＊   

側面部   3．8   

底面部   2・1   

アルミ被覆部   1．9   

溶出量（ppm）  

は 処理名  浸潰部位      泰阜寧  10．5   表皮十内皮面  て丁＋ウ  
表皮面   2．1 

表皮＋内皮面  3．3 

ド1㌫5 ノi；外曝il一定巨＝＝現況雄膵洩川里と無処明車け）  

上ヒ校  

′l、とIL）1（∴う］ノ＝川朋鋸廣後県城け軋仙ハ圧加⊥※  

平均色差∠∃Lab＊   

火抜き   

水洗   13．4   言蒜′宗一表芸皿諸    紅  10．1  
処理A  4．8  処吾堅B  4．6   
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4．改め   

今回の研究の結果をまとめると以卜のとおりである．  

・青竹にガラス系投射材（粒径159〔）／ノ）でサンドブラ  

ストノ州J二を行い，その後2％硫酸銅水溶瀬ヰでこう0分加  

熱浸漬を行った結乳 緑色保持が可能であった．  

・緑色保持処理において，表面脱脂と注入性の改善を  

イ寸与する簡略なT二程として，サンドブラスト加1二は  

有効であった．  

上記の緑色保持処理L程で試作した竹製品及び竹材  

は，退色しにくいことが確認できた．  

L記の緑色保持処理」二程で試作しノた竹材はフ 食．V－衛  

生法で定められた銅の溶出苺lⅢ）rn以下の農準を超え  

ていた．   

↑後は，安定した効率的な力【1丁条件等を検討し，実用  

化に向けた研究を進める．また，食器容器としても使用  

できるように，処刑上条件及び洗浄方法等を検討する．  
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